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はじめに 

この冊子は、馬絹町内会が「自分たちで」防災訓練を実施するために、 

必要なことを整理した手引きです。 

大きな災害が発生した場合は、消防・警察などの行政機能（公助）がマヒ

することが想定されます。そのため、災害発生直後は地域の力（共助）がと

ても大切になります。 

いざというときのために、自分たちで繰り返し訓練を実施して、地域の防

災力の向上に努めることが必要です。 

馬絹町内会では平台・三又・矢中・宮本の４地区が毎年持ち回りで防災訓

練を主催し、災害時活動の定着や防災意識の向上を目指します。 

訓練後には、振り返りを行い、手引きを見直すなどして次回以降の活動の

改善に取り組んでいきます。 
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１．開催するまでの全体の流れ 
訓練を実施するまでに、以下の準備を行っていきましょう。 

時期 項目 内容

年度初め～ 総会で周知 
・今年度の訓練の開催について、概ねの時期や場所を
アナウンス 
・役員会などを通して、訓練に参加する人を募ります。

３か月前 

場所・日時を
決定 

・開催場所：「馬絹東公園」
・日時：「１１/２８（日） 午前中」

（※休日午前中で設定） 

訓練内容を 
決定 

・いっとき集合場所 活用訓練 
・災害用井戸 活用訓練 
・消火ホースキット活用訓練 
・炊き出し、資器材活用訓練 

２か月前 各種調整 

・公園利用許可申請 
・炊き出し品等の補充 
・井戸所有者への事前連絡
・消防団への依頼 
・区役所への補助申請 など

１か月前 
周知・配布 

・当日の次第やシナリオ、周知用のチラシを関係者で
確認します 
・チラシは掲示板や回覧等で地域の住民に周知します。
（ホームページも活用しましょう） 

備品の確認 ・当日の訓練会場で必要な備品（机、いす、ｱﾙｺｰﾙ対策
など）や搬入方法を確認します 

１週間前 運営や備品の
最終確認 ・運営方法、役割分担を最終確認します 

当日 訓練実施 ・備品の搬入や会場設営を行い、訓練を実施します。 
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・訓練の骨子（総会説明用） 

2021年 秋開催の防災訓練について 

地震や火災などといった災害発生に備え、自主防災組織としての対応力を向上させるた

め、下記の通り防災訓練を実施する。

記

１．訓練概要

次の項目を同時進行で進める総合訓練とする。なお、「震度５強以上の地震」ならびに

「地震に伴って発生した火災」を主に想定した訓練とする。 

（１）「いっとき集合場所（馬絹東公園）」に集合し、参加者は活用方法について学習す

る。併せて、「避難誘導班」は「誘導訓練」を実施する。

（２）消火ホースキットを準備し、最寄りの消火栓にて「消火訓練」を実施する。

（３）「災害用井戸」を訪問し、「給水訓練」を実施する。

（４）「炊き出し訓練」を実施する。併せて、町内会で保管している主な資器材の展示、

発電機を活用した「充電スポット」を開設する。

２．訓練予定

（１）午前中の２時間程度を予定し、詳細は別に定める。 

（２）宮前区の総合防災訓練にあわせて、訓練項目を一部変更する場合がある。 

３．活動組織

（１）馬絹町内会役員が中心となって活動組織を構成し、併せて地域住民に協力と参加を

求める。
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２．訓練の準備 

・開催までのチェックリスト 

□開催場所の確定  ：「 馬絹東公園 」（仮に設定） 

□開催日の確定   ：「 11/28 日曜日」（仮に設定） 
□訓練メニューの確定：「・いっとき集合場所 活用訓練 

・災害用井戸 活用訓練 
・消火ホースキット活用訓練 
・炊き出し、資器材活用訓練 」（仮に設定） 

□訓練メニューごとの準備・調整 
□訓練シナリオの確認と役割分担 

□次第や当日資料を、運営関係者へ配布 
□周知用チラシにより、地域住民や関係者へ周知 

おおむね３か月前 

おおむね２か月前 

おおむね１か月前 

馬絹東公園 平面図
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・訓練メニューごとの確認・調整内容

訓練メニュー STEP１ 準備 STEP２ 各種調整 
STEP３ 実施 
（各班ﾐｯｼｮﾝｶｰﾄﾞ検証）

いっとき集合場所
活用訓練 

・ﾐｯｼｮﾝｶｰﾄﾞの確認 
・防災ﾏｯﾌﾟの確認 

・公園利用許可申請 
 （★P29参照） 
・防災ﾏｯﾌﾟを使い、自
宅~会場までのﾙｰﾄ点
検 

・事前のﾙｰﾄ点検結果
の報告やいっとき集
合場所ﾚｸﾁｬｰなどの
行う 

災害用井戸
活用訓練

・ﾐｯｼｮﾝｶｰﾄﾞの確認 
・井戸ﾘｽﾄに基づき、
使用する井戸候補を
確認 

・井戸候補の所有者へ
の事前連絡、当日立会
い者の確認 

・井戸の利用状況の確
認や点検を行う 

消火ホースキット
活用訓練 

・ﾐｯｼｮﾝｶｰﾄﾞの確認 
・消火栓ﾏｯﾌﾟに基づ
き、使用する消火栓
の確認 
（★ｐ7参照） 

・消防団へ協力依頼 
（警察協議などもあわ
せて確認） 

・消火ﾎｰｽｷｯﾄの動作確
認を行う 

炊き出し、 
資器材活用訓練 

・備品ﾘｽﾄに基づき、
炊き出しに必要な物
を確認 

・炊き出し用の物品の
手配 
・馬絹第二公園の倉庫
点検を行い、発電機
と展示する資器材を
確認 

（炊き出しと資器材の
展示・発電機を使っ
た充電スポットを開
設） 
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・必要物品チェックリスト

一般備品 

項   目 数   量 保 管 場 所 

□防災訓練の手引き ○○部 運営担当者 

□参加者名簿 1 枚

□机（炊き出し、充電スポット） 2 台

□椅子 4 脚

□除菌用アルコール           ２個

□予備マスク              30 枚

□検温機                １個

□ごみ袋（50L）            ３枚

□カメラ １個

災害用井戸活用訓練 

項   目 数   量 保 管 場 所 

□ｐH試験紙 1 セット 井戸所有者

消火ホースキット活用訓練 

項   目 数   量 保 管 場 所 

□消火ホースキット 1 台 防災倉庫 
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炊き出し訓練 

項   目 数   量 保 管 場 所 

□カセットコンロ ２セット

□コンロ用ボンベ 6 本

□やかん ２個

□アルファ米 50 食分

□パックと割箸 50 セット

□バケツ（消火用） 1 セット

資機材活用訓練 

項   目 数   量 保 管 場 所 

□発電機 １機 防災倉庫 

□発電機用ガソリン 6 缶 防災倉庫 

□ドラムリール 1 個 防災倉庫 

□延長コード 1 本

□各種充電器 各自 参加者 

□投光器 1 器 防災倉庫 

□その他展示用資器材（        ） 防災倉庫 
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近隣の消火栓位置図を以下に示します。昨年同様、路地の奥であれば安全に実施できる
と思いますが、民地（戸建て）の前面なので配慮が必要です。
 マンション前面の消火栓は道路幅員が広く、交通量も少ないため、おすすめです。

路地奥 

幅員広くオススメ 

馬絹東公園 

馬絹東公園 
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・訓練シナリオ（当日タイムスケジュール） 

 令和３年 11月 28 日 馬絹町内会自主防災訓練シナリオ ○運営担当 

８：４５～
会場設営 
（必要な備品・資機材の搬入、設営） 

・地区部長、 
本部役員総務など

９：００～
９時には会場へ集合し、参加者を誘導 
 （一般参加者は、９時３０分までに会場へ集合） 
整列と３班にグループ分け 

・地区部長、
避難誘導班 

９：３０～
開会のあいさつ 
【① いっとき集合場所活用訓練】
・いっとき集合場所のレクチャー 

・本部長
・避難誘導班 

９：４５～

各グループに分かれて、②～④の訓練をローテーションする
（各２０分×３） 

【② 消火ホースキット活用訓練】
・最寄りの消火栓へホースキットを運び出し、使い方の確認 

・消火班 
・消防団 
・地区部長

【③ 災害用井戸活用訓練】
・事前に調整した災害用井戸にて、井戸使用状況の確認と 
検査の実施 

・給水給食班 
・地区部長

【④ 炊き出し、資器材活用訓練】
・炊き出しの様子を見学 
・資器材の展示・活用体験、発電機を使った充電スポットの
開設を実施 

・地区部長
・本部役員総務 

１０：４５ 各グループで振り返り
・地区部長
・各運営班 

１１：００ 訓練終了、後片付け、炊き出しの持ち帰り
・地区部長、 
本部役員総務など



9 

馬絹町内会 自主防災訓練 

開催次第 

日 時：11／28（日） ９時３０分集合～１１時ころ ＜雨天順延＞ 

会 場：馬絹東公園 

運営者：本部役員（自主防災組織の担当班） 

参加者：消防団、民生委員、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、近隣住民等

内容： 

１. いっとき集合場所活用訓練 

２. 災害用井戸活用訓練 

３. 消火ホースキット活用訓練 

４. 炊き出し、資器材活用訓練 
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馬絹東公園 近隣にお住まいの方へ 

自主防災訓練開催のお知らせ 

日頃より、馬絹町内会の活動にご理解頂きありがとうございます。 

馬絹町内会では『防災まちづくり』の取組みを進めており、 

その一環で『自主防災訓練』を以下の通り実施することとなりました。 

馬絹東公園近隣にお住いの方におかれましては、どなたでもご参加頂けま

すので、お気軽にご参加ください。 

馬絹町内会 会長 目代鉄男 

～自主防災訓練実施スケジュール～

日時：2021/11/28（日）（雨天順延） 9 時 30分～11時頃
場所：馬絹東公園 

訓練内容：
1 いっとき集合場所 活用訓練 
・馬絹東公園の『いっとき集合場所』としての使い方を学習します 

２ 災害用井戸活用訓練 
・近くの井戸で使用方法やルールを学習します 

３ 消火ホースキット訓練 
 ・最寄りの消火栓で使い方を確認します 

４ 炊き出し、資器材活用訓練 ★発電機を使った「充電ｽﾎﾟｯﾄ」も設けます
・備蓄品の炊き出しと、災害時に役立つ資器材の展示を行います

令和３年 11月吉日 
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-３．当日資料- 

あいさつ文 会長

いっとき集合場所レクチャー 避難誘導班 

ミッションカード（３種） 各活動班 

備品チェックシート 総務班 

各種マップ 避難誘導班、消火班、 
給水給食班 
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あいさつ文（例） 

【開催挨拶】 
・地震や津波、台風、洪水、大雪などの天災は、いつやってくるのか分かり
ません。いつやってきても対応できるよう準備しておくことが大切です。 
・日頃から、災害時にまず命を守るための「心の準備」と、災害でライフラ
インが停止した時のための「物資の準備」の 2つをお願いします。  
・馬絹町内会では、防災の取組として、いっとき集合場所の指定や災害用井
戸を増やす取組を進めています。本日はそれらの活用の他、消火ホースキ
ットの活用なども含めた防災訓練を実施します。 

【閉会挨拶】 
・本日は防災訓練にご協力いただきありがとうございました。無事に訓練を
終えることができました。 
・今日の訓練・経験を基に、万一の災害に活かすことが大事になりますの
で、我々も含めた関係者と、ご協力いただいた方々には、これからも馬絹
全体の防災のためにご尽力いただきますようお願いします。 
・最後に、ご協力いただいた消防団、民生委員、地域包括ケアセンター、区
役所、近隣の皆様にお礼を申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 
本日は、ありがとうございました。 
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いっとき集合場所レクチャー 

・馬絹町内会では、地震や火災時に地域の方が安全に避難できるよう、身近な
公園や駐車場を「いっとき集合場所」として指定する取組を進めています。 

・馬絹は、急な坂道や細い路地が多く、道が塞がったりして避難に時間がかか
ったり、周りの状況が分からず避難を迷う心配があります。 

・そんなときに、この「いっとき集合場所」へ集まることで、住民同士の互い
の安否確認や救助を行ったり、災害の情報を交換することができます。 

・馬絹町内会では、いっとき集合場所であることを示す看板を設置し、地域の
方に知っていただくことで、多くの方が無事に避難できるようにしています。 

・ただ、あくまで「いっとき」の場所ですので、災害の状況に応じて自宅に戻
ったり、指定避難場所へ行くなどして、より安全な場所への避難を常に心掛
けてください。 

・この「馬絹東公園」の他にも、「馬絹第二公園」と「馬絹公園」をいっとき
集合場所として定めておりまして、詳しくは馬絹町内会HPをご覧ください。 

・本部役員の「避難誘導班」の方については、地震発生後にまず、いっとき集
合場所へ向かい、周辺の安全確認を行ってください。 

・その後、地域の被害状況や要救助者がいないかどうかを、周辺の見回りや 
集まった近隣の方々と情報交換して確認し、その後の救助活動やより安全な
避難場所への避難に備えます。 

・詳しい内容はお手元のミッションカードを見て、活動をイメージしていただ
きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

・以上で、いっとき集合場所のレクチャーになります。 
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No. 品目 数量 購入日
使用可否
（○・×）

1 飲料水 15ケース R2.11 ○

2 アルファ米 4ケース R2.11 〇

3 シルバーシート 3 H28.9 ○

4 ブルーシート 1 H28.9 ○

5 三角巾 2ケース ○

6 毛布 なし ×

7 ヘルメット ー ー

8 リヤカー 1 H28.9 ○

9 拡声器 ー ー

10 一輪車 1 H28.9 ○

11 ハンマー（大） 3 H28.9 ○

12 スコップ 3 H28.9 ○

13 ジャッキ 3 H28.9 ○

14 バール 3 H28.9 ○

15 カッター 3 H28.9 ○

16 ツルハシ 3 H28.9 ○

17 のこぎり 3 H28.9 ○

18 ロープ 6 H28.9 ○

19 スモーク液 2 ○

20 脚立 3 H28.9 ○

21 鉈斧 3 H28.9 ○

22 消火ホースキット 1 R2.3 ○

23 発電機 1 H31.1 ○

24 コードドラム 1 H31.1 ○

25
ハンドマイク
（肩掛けタイプ）

2 H31.1 ○

26 ガソリン缶 R2.11 ○

馬絹町内会防災資器材（馬絹第2公園）  チェックリスト

～MEMO～

点検メモ

消費期限：        

消費期限：         

役員・地区長がそれぞれ保管

各地区に配備済み

使用期限

■非常食入替時に併せて導入を検討

・延長コード、携帯充電器 ・毛布

・投光器

チェック日：2020.11.28 次回棚卸し予定日：

【食料について】

・ 消費期限は十分に残っているか

・ カビが生えていたり、異臭がしないか

・ 数は十分にあるか

【生活用品について】

・ 包装の破れはないか

・ カビや汚れは発生していないか

・ 正常に動作するか

【資器材について】

・ 正常に動作・通電するか

・ 破損や錆の進行はないか

・ 電池・ボンベ・ガソリンなどは

中身の劣化、漏れも確認

主な確認項目
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■防災マップ（道路幅員や危険箇所）
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■防災マップ（平台地区）
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■防災マップ（矢中地区）
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■防災マップ（三又地区）
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■防災マップ（宮本地区）
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■消火栓マップ
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■災害用井戸マップ
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その他の資料 

自主防災組織の活動イメージ 

組織メンバー（運営担当者）の選定について 

公園内行為許可申請書類（令和２年度に申請） 

公園図面（馬絹東公園、馬絹公園、馬絹寺台公園） 

他の訓練メニュー 

自主防災組織図 

井戸リスト

連絡網 
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自主防災組織の活動イメージ 
・【本部】 全体の統括、情報や物資などの集約拠点 

・【活動リーダー】 地区内の活動状況の把握、地区間の連携や本部との情報、のやりとり 

・【活動班】 各活動班は地区ごとに定め、災害時の各種活動にあたる 

⇒状況に応じて、地区間で連携するなど柔軟に活動しましょう 

上記の組織体制で実際に活動できるよう
に、自主防災訓練を実施し、各活動班の
活動イメージの共有と検証を行います。 
各地区が持ち回りで主催することで防
災力の向上、定着を図ります。令和３年
度は「矢中地区」が担当します。
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組織メンバー（運営担当者）の選定について 

日頃の付き合いや、役員会を通して、地区の活動班（自主防災組織）に参加してくれる
人を募ります。 

「各活動班」は災害時に活動していただくだけでなく、訓練の際の「運営」にも参加し
ていただきます。訓練実施のために必ず必要になりますので、各班に１名以上は任命して
おくことが望ましいでしょう。 

本部

矢中地区活動班

馬絹東公園（馬絹東公園）

避難誘導班

地区内11箇所 （馬絹公園） 馬絹公園

消火班

活動リーダー

救急救護班 情報班 給水給食班

補佐 矢中地区長 補佐

馬絹町内会自主防災組織（矢中地区）
本部長 宮本地区長 平台地区長 三又地区長
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連絡訓練 

 ＳＴＥＰ１ 準備
・連絡網を確認します 
・どのような想定で訓練を実施するか決定します 
（※LINEグループがある場合、主要メンバー同士でのすみやかな情報の共
有を図ることができるため、活用したほうが良い） 

例1）訓練です。大型の台風が接近しています。避難準備レベルとなりまし
たので宮崎小学校へ避難してください。 

例2）訓練です。大きな地震が観測されました。速やかに○○（防災訓練 
開催場所）へ避難してください 

 ＳＴＥＰ２ 各種調整  
・三役会などの際に、「電話連絡網訓練」を実施する旨を伝えます 

 ＳＴＥＰ３ 実施  
・例１）のように大雨を想定する場合は、防災訓練とは別日に、単独で連絡
訓練を実施することができます。初めの人から最後の人まで連絡が１周す
る時間を計測し、何度も繰り返しながら時間短縮を目指しましょう。 

・例２）では、防災訓練実施日の朝に、連絡訓練を実施し、連絡を受けた人
から順に開催場所へ向かう、といった方法も考えられます 
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本部用 情報整理シート 

＜各活動班の把握と公的機関への通報等を想定し、各活動班などからの情報を整理する＞

発災直後から使用する項目 
発災後、周辺の状況が
落ち着いてきた頃に 
使用する項目

【避難誘導班】 
避難した人数は？ 
けが人の有無は？ 
周辺の被害状況は？ 

【消火班】 
火災の発生場所は？ 
消火栓の位置は？ 
消火できたか？ 

【給水給食班】 
所有者の安否は？ 
利用の可否は？ 

矢中地区 

＜訓練用＞ 
例） 
・矢中地区から 20 名
避難（参加） 
・うち、けが人はなし
・周辺を点検したとこ
ろ、火災が１件発生
している模様、●●
付近。 
・その他、家屋の倒壊
や道路閉塞はなし。

＜訓練用＞ 

例） 
・●●付近で住宅１軒
が火災 
・マンション前面の消
火栓を使用 
・初期消火完了、延焼
はないものと思わ
れ、消防に引き継い
だ 

＜訓練用＞ 

例） 
・○○の井戸を訪問し
た。所有者ならびに
設備は無事 
・pH検査も問題なし 
・所有者の利用許可も
いただいた。 

三又地区 

平台地区 今回使用しない 

宮本地区 
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本部

平台地区活動班

馬絹町内会自主防災組織（平台地区）
本部長 矢中地区長 宮本地区長 三又地区長

補佐 平台地区長 補佐

活動リーダー

救急救護班 情報班 給水給食班 避難誘導班

地区内3箇所 （宮崎小学校） （宮崎小学校）

消火班
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本部

三又地区活動班

馬絹町内会自主防災組織（三又地区）
本部長 矢中地区長 平台地区長 宮本地区長

補佐 三又地区長 補佐

活動リーダー

救急救護班 情報班 給水給食班 避難誘導班

地区内5箇所 （三又会館） （三又会館）

消火班
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本部

矢中地区活動班

馬絹東公園（馬絹東公園）

避難誘導班

地区内11箇所 （馬絹公園） 馬絹公園

消火班

活動リーダー

救急救護班 情報班 給水給食班

補佐 矢中地区長 補佐

馬絹町内会自主防災組織（矢中地区）
本部長 宮本地区長 平台地区長 三又地区長
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本部

宮本地区活動班

馬絹町内会自主防災組織（宮本地区）

活動リーダー

宮本地区長

矢中地区長

避難誘導班

馬絹第二公園

消火班

馬絹第二公園

給水給食班

地区内３箇所

（宮前地区会館）

情報班救急救護班

補佐

平台地区長 三又地区長本部長

補佐
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基本情報 井戸活用推進中
災害用井戸 調査一覧表
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会　　長

会議の連絡方法

本部役員会は必要に応じて電話又はFAX連絡する
理事以上役員会は｢お知らせ｣にて通知する

副会長(平台) 副会長(三ツ又) 副会長(矢中) 副会長(宮本)

総　　務 総務部長 総　　務 総　　務

会　　計 書　　記 特別会計 会　　計

会計監査 美化推進部長 会計監査 会計顧問

交通部長 書　　記

青少年部長 婦人部長 衛生部長

馬絹町内会　本部役員　電話連絡網
平成31年4月27日　改訂


